
７月
1
日
◇
7
月
1
日
を
旭
市
防
犯
デ
ー
に
決
定　
￨
目
指
せ
犯
罪
ゼ
ロ
の
町
￨

16
日
◇
平
成
23
年
度
ミ
ス
七
夕
が
決
定　
￨
素
敵
な
笑
顔　
旭
に
元
気
を
￨

20
日
◇
新
し
い
農
業
委
員
27
人
が
決
定

26
日
◇
旭
市
子
ど
も
議
会　
￨
小
中
学
生
が
議
会
を
体
験
￨

31
日
◇
第
7
回
旭
市
民
音
楽
祭　
￨
ホ
ー
ル
に
響
く
音
色
が
観
客
を
魅
了
￨

８月
6
日
◇
第
57
回
旭
市
七
夕
市
民
ま
つ
り（
～
7
日
）　
￨
笑
顔
舞
う
復
興
祭
￨
Ⓕ

19
日
◇
旭
市
復
興
計
画
検
討
委
員
会　
￨
市
の
復
興
へ
検
討
始
ま
る
￨

22
日
◇
旭
市
暴
力
団
排
除
対
策
協
議
会
を
設
立　
￨
暴
力
団
排
除
へ
向
け
、
官
民

が
一
致
団
結
￨

22
日
◇
旭
ニ
中
鈴
木
夢の

ぞ
みさ
ん
が
女
子
砲
丸
投
げ
で
全
国
優
勝

９月
19
日
◇
3
会
場
で
敬
老
大
会　
￨
長
寿
願
い
演
芸
な
ど
を
披
露
￨

25
日
◇
第
6
回
あ
さ
ひ
の
ま
つ
り　
￨
心
震
わ
す
太
鼓
の
響
き
￨

27
日
◇
旭
市
で
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
女
子
日
本
代
表
選
考
会
を
開
催（
〜
30
日
）

10月
2
日
◇
第
89
回
熊
野
神
社
式
年
御
神
幸
祭　
￨
伝
統
の
祭
り
厳
か
に
￨
Ⓖ

8
日
◇
幽
学
の
里
で
米
作
り
交
流
事
業
収
穫
祭　
￨
「
お
い
し
い
！
」
実
り
の
秋

を
体
感
￨

9
日
◇
漁
協
青
年
部
が
感
謝
を
込
め
て
飯
岡
漁
港
で
水
産
朝
市
を
開
催
Ⓗ

13
日
◇
戦
没
者
追
悼
式　
￨
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
￨

18
日
◇
市
内
6
か
所
で
地
区
懇
談
会
を
開
催（
～
26
日
）

30
日
◇
3
会
場
で
産
業
ま
つ
り
を
開
催　
￨
旭
＝
10
月
30
日
、
干
潟
＝
11
月
6
日

海
上
＝
11
月
23
日
￨
Ⓘ

30
日
◇
第
7
回
旭
市
文
化
祭（
～
11
月
6
日
）　
￨
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
を
発
表
￨

11月
4
日
◇
中
学
校
合
同
文
化
祭
を
開
催　
￨
「
希
望
の
あ
さ
ひ
」
～
歩
み
始
め
た
ぼ

く
ら
の
未
来
へ
～
￨

5
日
◇
震
災
後
初
め
て
津
波
避
難
訓
練
を
実
施

9
日
◇
合
同
金
婚
式　
￨
助
け
合
い
支
え
合
っ
て
50
年
￨

10
日
◇
旭
市
小
学
校
音
楽
会　
￨
息
の
合
っ
た
演
奏
￨

13
日
◇
東
総
工
業
高
校
が
全
国
準
優
勝　
￨
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
全
国
大
会
￨

20
日
◇
第
２
回
旭
市
民
体
育
祭
を
開
催　
￨
爽
や
か
な
汗
深
ま
る
絆
￨

12月
4
日
◇
第
11
回
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー（
～
24
日
）　

18
日
◇
第
7
回
旭
市
民
駅
伝
大
会

G

D

B

12 年ぶりのお浜降り

大津波が飯岡漁港を襲う

両陛下のご訪問にみんなが元気づけられた

10月

３月

４月

旭の「おいし
い」がいっぱ

い

の産業まつ
り（海上）11月

I
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「
広
報
あ
さ
ひ
」で
振
り
返
る

２
０
１
1
年

　
今
年
は
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
日
本
中
が
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
本
市
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
行
事
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
、
復
興
を
支
援
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
、
み
ん
な
に
元
気
を
与
え
る
明
る

い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
「
広
報
あ
さ
ひ
」
で
紹
介
し
た
主
な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。

１月
8
日
◇
消
防
出
初
め
式　
￨
消
防
職
・
団
員
の
士
気
高
ま
る
￨

9
日
◇
成
人
式　
￨
新
成
人
6
0
7
人
、
希
望
を
胸
に
新
た
な
旅
立
ち
￨

22
日
◇
華
麗
な
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き　
￨
矢
指
小
が
東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
で
金
賞
受
賞
￨

２月
6
日
◇
第
22
回
旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
￨
過
去
最
高
の
3
、
1
8
5

人
が
力
走
￨
Ⓐ

16
日
◇
沖
縄
交
流
事
業（
〜
17
日
）　
￨
沖
縄
県
中な

か

城ぐ
す
く

村
の
小
学
生
と
交
流
￨

19
日
◇
第
３
回
旭
市
福
祉
協
会
理
事
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会　
￨
シ
ー
サ
イ
ド

コ
ー
ス
で
軽
快
な
プ
レ
ー
￨

27
日
◇
第
6
回
旭
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　
￨
市
民
が
熱
演
、
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
￨

３月
11
日
◇
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生　
￨
市
内
で
も
津
波
、
液
状
化
で
甚
大
な

被
害
￨
Ⓑ

19
日
◇
第
2
回
旭
の
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
表
彰
式

27
日
◇
塙
保
育
所
閉
所
式　
￨
36
年
間
あ
り
が
と
う
￨

４月
1
日
◇
飯
岡
漁
港
で
震
災
後
初
の
水
揚
げ　
￨
復
活
に
向
け
一
歩
ず
つ
￨

9
日
◇
若
手
農
業
者
が
都
内
で
旭
市
産
農
産
物
の
安
全
を
ア
ピ
ー
ル　
￨
原
発
に

よ
る
風
評
被
害
を
払ふ
っ

拭し
ょ
く
￨

11
日
◇
大
相
撲
幕
内
力
士
が
旭
市
を
慰
問　
￨
横
綱
白
鵬
関
ら
と
相
撲
交
流
￨
Ⓒ

14
日
◇
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
旭
市
を
慰
問　
￨
温
か
い
お
言
葉
に
感
激
￨
Ⓓ

５月
1
日
◇
あ
さ
ひ
少
年
少
女
合
唱
団
第
６
回
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト　
￨
心
に
響

く
歌
声
￨

２
日
◇
旭
中
央
病
院
新
本
館
の
診
療
が
ス
タ
ー
ト　
￨
最
先
端
の
高
度
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
￨
Ⓔ

7
日
◇
旭
も
つ
部
会
「
M
O
2
」
が
第
3
位　
￨
横
須
賀
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
￨

22
日
◇
飯
岡
仮
設
住
宅
で
復
興
イ
ベ
ン
ト　
￨
芝
生
の
上
で
、
太
鼓
や
吹
奏
楽
を

鑑
賞
￨

24
日
◇
被
災
地
意
見
交
換
会
を
開
催　
￨
共
に
考
え
る
復
旧
、
復
興
￨

29
日
◇
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー　
￨
た
く
さ
ん
買
っ
て

旭
を
元
気
に
￨

６月
20
日
◇
飯
岡
小
で
手
つ
な
ぎ
遠
足　
￨
大
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
￨

20
日
◇
旭
農
業
高
校
の
生
徒
ら
が
仮
設
住
宅
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置　
￨
緑
の

カ
ー
テ
ン
で
、
夏
を
涼
し
く
￨

元気よく一斉にスタート A

EF

H

C
笑顔あふれる

横綱との交流
相撲

外来者を迎える広く開放的な
エントランスホール

新鮮な魚介類を求める
人でにぎわう飯岡漁港

熱い踊りが沿道の人たちを
魅了する

２月

４月

５月

10月

８月
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